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は じ め に 

 

「牛乳食育研究会」及び「一般社団法人 J ミルク」では、乳の特徴を活用し

た食と教育の研究活動を通して、豊かな食体験及び総合的な食知識の習得、食

に対する健全な態度の育成及び適切な食選択能力の向上などの教育的な取り組

みをもって、生活者が生涯を通じて心豊かで健康的な生活を実現することに貢

献することを目的に、平成 24 年 10 月 8 日設立以降、平成 25 年度より食と教

育学術研究を関係の研究者に広く募集し、研究を開始いたしました。 

今回は、初年度にあたる学術研究の成果（9題）を、「平成 25 年度食と教育学

術研究報告書」として取り纏めました。 

この報告書が、関係者皆様のご参考となり、酪農や牛乳･乳製品を活用した食

育の研究や教育活動に少しでも寄与できれば幸いに存じます。 

おわりに、本学術研究に鋭意に取り組まれた諸研究者の方々には、心からの

謝意を表します。 
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「平成 25 年度 食と教育学術研究」の発表において、下記の 1 件の研究が、極めて優れた研究成果

を得られたものと評価され、審査の結果「最優秀賞」に選ばれました。 

 

 

【最優秀賞】 

 

幼稚園・保育園での牛乳を活用した食育教材の作成 

帝京大学医学部付属病院栄養部 課長  朝 倉 比 都 美  

 

 

 


